
東
京
都
知
事

]
2
8
3
8
5

Ｎ
Ｉ
Ｓ
リ
ー
ス
株
式
会
社

高
知
県
知
事

\
0
1
5
0
6

武
本
企
画

平
成

2
2年
４
月

2
7日
付
で
、
日
本
貸
金
業
協
会
の
退

会
を
承
認
し
た
業
者
（
取
消
し
）

登
録
番
号

商
号
、
名
称
又
は
氏
名

新
潟
県
知
事

]
0
1
5
0
9

ノ
ク
タ
ン
ブ
ル
有
限
会
社

岩
手
県
知
事

`
0
0
8
0
6

千
商
事

平
成

2
2年
３
月

2
5日
付
で
、
日
本
貸
金
業
協
会
の
退

会
を
承
認
し
た
業
者
（
除
名
）

登
録
番
号

商
号
、
名
称
又
は
氏
名

山
口
県
知
事

]
0
1
4
9
7

ア
ピ
ス

東
京
都
知
事

^
2
3
5
8
9

Ｔ
．
Ｍ
商
会

岡
山
県
知
事

d
0
0
6
0
6

有
限
会
社
山
陽
改
発

神
奈
川
県
知
事

\
0
4
9
8
5

マ
ル
ヤ
不
動
産
株
式
会
社

兵
庫
県
神
戸
県
民

局
長

^
1
2
1
2
5

ニ
ー
ズ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

宮
城
県
知
事

a
0
1
6
3
5

と
う
し
ん

長
野
県
知
事

(松
１
)
0
1
1
3
7

い
ず
み

神
奈
川
県
知
事

(Ｎ
３
)
0
4
7
0
0

オ
オ
ノ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

長
崎
県
知
事

(Ｎ
北
８
)
0
0
2
8
9
新
日
本
商
会

平成™™年œ月™Ÿ日 金曜日 (号外第˜˜™号)官 報

公

聴

会

七

一
般
傍
聴
の
た
め
の
応
募
方
法
等

１

応
募
の
資
格

当
該
地
方
公
共
団
体
の
住
民

原
子
炉
の
設
置
に
係
る
公
開
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
開
催

原
子
炉
の
設
置
に
係
る
公
開
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て
、
件
名
、
期
日
、
場
所
、目
的
等
を
次
の
よ
う
に
告
示
し
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
八
日

原
子
力
安
全
委
員
会
委
員
長

班
目

春
樹

一

件

名

東
京
電
力
株
式
会
社
東
通
原
子
力
発
電
所
の
原
子
炉
の
設
置
に
係
る
公
開
ヒ
ア
リ
ン
グ（
以
下「
公

開
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
と
い
い
ま
す
。）

二

期

日

平
成
二
十
二
年
八
月
十
一
日
（
水
）

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

三

場

所

東
通
村
体
育
館
（
青
森
県
下
北
郡
東
通
村
大
字
砂
子
又
字
沢
内
五
番
地
三
十
四
）

四

目

的

公
開
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
目
的
は
、
東
京
電
力
株
式
会
社
東
通
原
子
力
発
電
所
の
原
子
炉
の
設
置
の
許

可
申
請
に
関
し
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十

二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
。
以
下
「
炉
規
法
」
と
い
い
ま
す
。）第
二
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
炉
規
法
第
二
十
四
条
第
一
項
第
三
号
（
技
術
的
能
力
に
係
る
部
分
に
限
る
。）及
び
第
四
号

に
規
定
す
る
基
準
の
適
用
に
つ
い
て
、
経
済
産
業
大
臣
よ
り
原
子
力
安
全
委
員
会
が
求
め
ら
れ
て

い
る
意
見
を
ま
と
め
る
に
当
た
り
、
当
該
原
子
炉
の
固
有
の
安
全
性
に
つ
い
て
地
元
住
民
の
意
見

及
び
質
問
（
以
下
「
意
見
等
」
と
い
い
ま
す
。）を
聴
取
し
、こ
れ
を
参
酌
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

五

資
料
の
縦
覧

本
件
関
係
の
資
料
は
、
以
下
の
場
所
に
お
い
て
縦
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

内
閣
府
原
子
力
安
全
委
員
会
（
東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
三
丁
目
一
番
一
号
）

経
済
産
業
省
（
東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
一
丁
目
三
番
一
号
）

青
森
県
庁
（
青
森
県
青
森
市
長
島
一
丁
目
一
番
一
号
）

東
通
村
役
場
（
青
森
県
下
北
郡
東
通
村
大
字
砂
子
又
字
沢
内
五
番
地
三
十
四
）

む
つ
市
役
所
本
庁
舎
（
青
森
県
む
つ
市
中
央
一
丁
目
八
番
一
号
）

む
つ
市
役
所
川
内
庁
舎
（
青
森
県
む
つ
市
川
内
町
川
内
四
百
七
十
七
番
地
）

む
つ
市
役
所
大
畑
庁
舎
（
青
森
県
む
つ
市
大
畑
町
中
島
百
八
番
地
五
）

む
つ
市
役
所
脇
野
沢
庁
舎
（
青
森
県
む
つ
市
脇
野
沢
渡
向
百
七
番
地
一
）

む
つ
市
立
図
書
館
（
青
森
県
む
つ
市
中
央
二
丁
目
三
番
十
号
）

横
浜
町
役
場
（
青
森
県
上
北
郡
横
浜
町
字
寺
下
三
十
五
番
地
）

六
ヶ
所
村
役
場
（
青
森
県
上
北
郡
六
ヶ
所
村
大
字
尾
駮
字
野
附
四
百
七
十
五
番
地
）

上
北
地
域
県
民
局
（
青
森
県
十
和
田
市
西
十
二
番
町
二
十
番
十
二
号
）

下
北
地
域
県
民
局
（
青
森
県
む
つ
市
中
央
一
丁
目
一
番
八
号
）

原
子
力
公
開
資
料
セ
ン
タ
ー
（
東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
三
丁
目
八
番
一
号

虎
ノ
門
三
井
ビ

ル
二
階
）

六

意
見
等
陳
述
の
た
め
の
応
募
方
法
等

１

応
募
の
資
格

開
催
期
日
に
お
い
て
、
次
の
い
ず
れ
か
の
地
方
公
共
団
体
に
引
き
続
き
三
月
以
上
在
住
す
る
年
齢
満
二
十
歳
以

上
の
方
（
以
下
「
当
該
地
方
公
共
団
体
の
住
民
」
と
い
い
ま
す
。）

青
森
県
下
北
郡
東
通
村
、
青
森
県
む
つ
市
、
青
森
県
上
北
郡
横
浜
町
、
青
森
県
上
北
郡
六
ヶ
所
村

ま
た
、
公
開
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
目
的
に
鑑
み
、
陳
述
を
希
望
す
る
意
見
等
の
内
容
が
当
該
原
子
炉
の
固
有
の
安
全

性
に
関
係
し
な
い
も
の
で
あ
る
場
合
は
、
応
募
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。（
そ
う
し
た
応
募
は
無
効
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。）

２

応
募
の
方
法

公
開
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
出
席
し
て
意
見
等
を
述
べ
る
こ
と
を
希
望
す
る
方
は
、
別
記
様
式
第
一
に
よ
り
、住
所（
郵

便
番
号
を
付
記
し
て
く
だ
さ
い
。）、
氏
名
（
ふ
り
が
な
を
付
記
し
て
く
だ
さ
い
。）、
電
話
番
号
、
年
齢
及
び
意
見

等
の
要
旨
（
千
二
百
字
以
内
で
、
趣
旨
を
明
確
に
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。）を
記
載
し
た
原
子
力
安
全
委
員
会
委
員

長
あ
て
の
届
出
書
を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

公
開
ヒ
ア
リ
ン
グ
へ
の
出
席
を
他
者
（
年
齢
満
二
十
歳
以
上
の
方
に
限
り
ま
す
。）
に
委
任
し
て
意
見
等
を
述

べ
る
こ
と
を
希
望
す
る
方
は
、
別
記
様
式
第
二
に
よ
り
、
委
任
者
の
住
所（
郵
便
番
号
を
付
記
し
て
く
だ
さ
い
。）、

氏
名
（
ふ
り
が
な
を
付
記
し
て
く
だ
さ
い
。）、
電
話
番
号
、
年
齢
及
び
意
見
等
の
要
旨
（
千
二
百
字
以
内
で
、
趣

旨
を
明
確
に
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。）並
び
に
出
席
す
る
方
の
住
所
（
郵
便
番
号
を
付
記
し
て
く
だ
さ
い
。）、
氏
名

（
ふ
り
が
な
を
付
記
し
て
く
だ
さ
い
。）、
電
話
番
号
及
び
年
齢
を
記
載
し
た
原
子
力
安
全
委
員
会
委
員
長
あ
て
の

届
出
書
を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
書
に
つ
い
て
は
、
封
筒
の
表
に
「
公
開
ヒ
ア
リ
ン
グ
意
見
等
陳
述
要
旨
」
の
旨
を
必
ず
記
載
し
て
、
内
閣

府
原
子
力
安
全
委
員
会
（
郵
便
番
号
一
〇
〇
e

八
九
七
〇

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
三
丁
目
一
番
一
号
）
あ
て

に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
は
、
一
人
一
通
に
限
り
ま
す
。

３

応
募
の
締
切
り

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
七
日
（
日
）（
当
日
の
消
印
ま
で
有
効
と
し
ま
す
。）

４

結
果
の
通
知
等

原
子
力
安
全
委
員
会
が
届
出
人
あ
て
に
通
知
し
ま
す
。

な
お
、
届
出
の
あ
っ
た
意
見
等
の
要
旨
の
内
容
に
同
類
の
も
の
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
届
出
人
の
中
か
ら
公
開

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
出
席
し
て
意
見
等
を
述
べ
る
方
及
び
公
開
ヒ
ア
リ
ン
グ
へ
の
出
席
を
他
者
に
委
任
し
て
意
見
等
を

述
べ
る
方
（
以
下
「
意
見
等
陳
述
人
」
と
い
い
ま
す
。）を
原
子
力
安
全
委
員
会
が
選
び
ま
す
。

意
見
等
陳
述
人
及
び
意
見
等
陳
述
人
か
ら
公
開
ヒ
ア
リ
ン
グ
へ
の
出
席
を
委
任
さ
れ
た
方
が
意
見
等
を
述
べ
る

こ
と
が
で
き
る
時
間
は
、
再
質
問
を
す
る
時
間
も
含
め
、
原
則
と
し
て
一
人
当
た
り
合
計
十
分
以
内
と
い
た
し
ま

す
。
な
お
、
十
分
以
上
の
時
間
の
割
当
て
を
希
望
す
る
場
合
は
、
届
出
書
に
そ
の
旨
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
原
子

力
安
全
委
員
会
が
意
見
等
の
要
旨
を
勘
案
の
上
、
必
要
と
認
め
ら
れ
る
時
間
を
割
当
て
、
届
出
人
あ
て
に
通
知
し

ま
す
。

ま
た
、
応
募
者
の
氏
名
、
住
所
等
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
応
募
者
の
居
住
地
の
確
認
等
の
た
め
に
地
方
自
治
体

等
の
関
係
機
関
に
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
一
般
傍
聴
人
に
つ
い
て
も
同
じ
。）
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